
47　神漏伎・神漏弥および天神の性質と役割

神
漏
伎
・
神
漏
弥
お
よ
び
天
神
の
性
質
と
役
割

尾
留
川
　
方
孝

一
、
は
じ
め
に

　

神
祇
祭
祀
は
日
本
の
古
代
国
家
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
、
政
治
に

先
立
つ
も
の
と
し
て
特
有
の
地
位
を
占
め
、
継
続
的
に
恒
例
お
よ
び

臨
時
に
行
わ
れ
て
い
た
。
神
祇
祭
祀
は
神
に
対
し
て
幣
帛
を
供
え
る

こ
と
と
な
ら
び
祝
詞
を
挙
げ
る
こ
と
で
構
成
さ
れ
る
。
祝
詞
は
逸
文

な
ど
か
ら
少
な
く
と
も
『
弘
仁
式
』
で
文
書
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

確
実
だ
が
、
律
令
が
編
纂
さ
れ
た
時
期
に
は
す
で
に
祭
祀
で
挙
げ
ら

れ
、
神
祇
官
内
部
で
は
そ
の
文
章
が
作
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
は
『
延
喜
式
』
祝
詞
が
広
く
知
ら
れ
て
い

る
。

　

神
漏
伎
・
神
漏
弥
の
語
は
祝
詞
に
見
え
る
。『
延
喜
式
』
祝
詞
に

よ
る
と
、
祈
年
祭
・
月
次
・
大
殿
祭
・
六
月
大
祓
・
鎮
火
祭
・
大
嘗

祭
・
鎮
御
魂
斎
戸
祭
・
遷
却
祟
神
・
践
祚
大
嘗
祭
で
あ
げ
ら
れ
る
祝

詞
は
い
づ
れ
も
神
漏
伎
・
神
漏
弥
の
命
令
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
神

に
申
し
上
げ
る
と
い
う
体
裁
で
は
じ
ま
る
。
す
な
わ
ち
祝
詞
の
文
章

を
見
る
か
ぎ
り
、
神
漏
伎
・
神
漏
弥
は
神
祇
祭
祀
の
起
点
と
な
っ
て

い
る
。
た
だ
記
紀
神
話
で
は
、
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
、
天
照
大
神
、
大

己
貴
な
ど
を
は
じ
め
、
律
令
制
下
の
祭
祀
や
祭
神
と
密
接
に
関
連
す

る
こ
と
を
記
し
て
い
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
神
漏
伎
・
神
漏
弥
の
名
前

は
出
て
こ
な
い
。
記
述
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
神
漏

伎
・
神
漏
弥
の
理
解
が
十
分
に
深
め
ら
れ
て
は
い
な
い
。
本
稿
で
は

神
漏
伎
・
神
漏
弥
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
言
い
換
え
る
天
神
の
語
と
あ
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わ
せ
て
考
察
し
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
論
じ

る
。二

、
こ
れ
ま
で
の
神
漏
伎
・
神
漏
弥
の
解
釈

　

神
漏
伎
・
神
漏
弥
が
何
者
な
の
か
、
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
か
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
も
考
察
さ
れ
て
き
た
。
古
く
は
平
安
時
代
に

成
立
し
た
『
古
語
拾
遺
』
の
天
地
開
闢
の
部
分
に
「
高
皇
産
霊
神 

古
語
に
多
賀
美
武
須
比
と
い

ふ
。
是
、
皇
親
神
留
伎
命
な
り
。 

次
に
神
皇
産
霊
神 

是
、
皇
親
神
留
漏
弥
命
な
り
。
此

の
神
の
子
天
児
屋
命
は
中
臣
朝
臣

が
祖
な

り
。

」）
1
（

と
の
説
明
が
あ
る
。
近
世
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
解
釈
が
な

さ
れ
て
い
る
。
賀
茂
真
淵
『
祝
詞
考
』
で
は
、
神
漏
伎
・
神
漏
弥
は

神
須
倍
良
袁
岐
美
・
神
須
倍
良
米
岐
美
の
こ
と
で
、
皇
祖
の
男
女
の

神
達
を
意
味
し
、
高
皇
産
霊
か
ら
天
照
大
神
ま
で
の
す
べ
て
皇
祖
神

の
こ
と
で
あ
る
と
い
う）

2
（

。
本
居
宣
長
は
『
古
事
記
伝
』
で
大
祓
詞
に

言
及
し
、
神
漏
伎
・
神
漏
弥
は
神
生
祖
君
・
神
生
祖
女
君
の
つ
づ
ま

っ
た
語
と
し
、
人
で
あ
れ
物
で
あ
れ
生
ま
れ
出
る
初
め
の
お
や
の
こ

と
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
そ
し
て
神
漏
伎
・
神
漏
弥
は
高
皇
産
霊
と

天
照
大
神
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
し
、『
祝
詞
考
』
に
異
論
を
唱

え
て
い
る）

（
（

。
鈴
木
重
胤
『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
で
は
神
漏
伎
・
神
漏

弥
は
上
有
君
・
上
有
女
の
こ
と
で
あ
る
と
し
、『
古
語
拾
遺
』
に
し

た
が
い
神
漏
伎
は
高
皇
産
霊
、
神
漏
弥
は
神
皇
産
霊
の
こ
と
で
あ
る

と
し
、
全
世
界
に
い
る
八
百
万
千
万
神
に
お
よ
ぶ
全
て
の
神
の
最
上

貫
首
の
神
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
が
転
じ
て
ひ
ろ
く
男
女
の

皇
祖
神
に
つ
い
て
も
用
い
ら
れ
る
と
す
る）

（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
神
漏
伎
・
神
漏
弥
を
省
略
さ
れ
た
語
と
み
な
し
、
本

来
の
語
を
そ
れ
ぞ
れ
に
復
元
し
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
論
じ
て
い
る
が
、

復
元
に
は
異
同
が
あ
り
一
致
し
て
い
な
い
。
た
だ
普
通
名
詞
と
考
え

て
い
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
て
、
だ
れ
も
こ
れ
を
特
定
の
神
の
固
有

名
と
は
解
釈
し
て
い
な
い
。
ま
た
崇
め
る
べ
き
も
の
と
理
解
す
る
の

は
同
様
で
、
あ
る
い
は
祖
先
と
く
に
記
紀
神
話
の
中
心
と
な
る
天
皇

の
祖
先
と
し
、
あ
る
い
は
身
分
が
高
貴
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し

て
具
体
的
に
ど
の
神
を
指
す
の
か
そ
れ
ぞ
れ
に
解
釈
し
て
い
る
。
こ

れ
も
一
致
は
し
て
い
な
い
が
、
高
皇
産
霊
は
共
通
し
て
該
当
す
る
と

さ
れ
、
天
照
大
神
お
よ
び
神
皇
産
霊
も
あ
げ
ら
れ
る
。

　

金
子
武
雄
「「
神
漏
伎
・
神
漏
弥
」
考
」
で
は
こ
れ
ら
の
説
を
確

認
し
た
う
え
で
述
べ
る
。

従
っ
て
「
神
漏
伎
・
神
漏
弥
」
は
ど
の
神
で
あ
る
と
も
、
又
、

ど
の
神
と
ど
の
神
で
あ
る
と
決
つ
て
ゐ
た
わ
け
で
は
な
か
ら
う
。

さ
う
し
て
更
に
思
ふ
に
、
此
の
「
神
漏
伎
・
神
漏
弥
」
は
神
の

御
名
で
は
な
い
や
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
唯
「
神
の
中
の
神
」
の

意
で
は
あ
る
ま
い
か
。（
中
略
）「
神
漏
伎
・
神
漏
弥
」
は
普
通

の
「
神
の
御
名
」
で
は
な
く
、
神
そ
の
も
の
を
強
く
あ
ら
は
し

た
語
で
あ
り
、「
神
の
中
の
神
」
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
絶
対
至
高

の
神
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
の
で
あ
る）

5
（

。

日本思想史学51-論文 尾留川方孝氏【再校】　　［出力］ 2019年10月2日　午後3時43分A5判：148×210mm　本文書体：リュウミンPr6N L-KL　13Q　行間8H　26W×22L  2段組

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1522 20 10 5 1 1522 20 10 5 1



49　神漏伎・神漏弥および天神の性質と役割

　

神
漏
伎
・
神
漏
弥
を
つ
づ
ま
っ
た
語
と
は
せ
ず
そ
の
ま
ま
解
釈
し

て
い
る
。
字
義
か
ら
は
導
き
出
せ
な
い
た
め
か
祖
先
と
は
解
釈
し
て

い
な
い
。

　

ほ
か
に
青
木
紀
元
『
祝
詞
全
評
釈
』
な
ど
で
は
男
女
の
祖
先
神
と

解
釈
し
て
い
る
。『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
で
も
カ
ミ
ロ
キ

の
項
目
で
「
神
。
祖
神
を
い
う
か
。
カ
ミ
ロ
ミ
に
対
す
る
男
神
を
い

う
か
」
と
す
る
程
度
で
、
皇
祖
神
を
意
味
す
る
と
き
は
高
皇
産
霊
・

神
皇
産
霊
・
天
照
大
神
を
指
す
と
い
う
。
神
漏
伎
・
神
漏
弥
は
こ
れ

ま
で
こ
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
。

三
、
神
漏
伎
・
神
漏
弥
と
高
皇
産
霊
等
の
対
置

　

神
漏
伎
・
神
漏
弥
と
は
具
体
的
に
は
高
皇
産
霊
の
こ
と
で
あ
る
と

の
解
釈
は
い
ず
れ
に
も
共
通
す
る
が
、
こ
れ
に
は
疑
問
が
あ
る
。
神

漏
伎
・
神
漏
弥
と
高
皇
産
霊
の
い
づ
れ
も
が
見
え
る
祈
年
祭
の
祝
詞

に
目
を
向
け
る
と
、
両
者
は
同
一
者
の
単
な
る
言
い
換
え
で
は
な
く
、

む
し
ろ
対
置
さ
れ
る
別
の
存
在
の
よ
う
で
あ
る
。

　

祈
年
祭
の
祝
詞
は
、
ま
ず
集
ま
っ
た
人
々
に
対
し
て
全
体
を
包
括

す
る
か
た
ち
で
宣
言
す
る
。
そ
れ
か
ら
全
体
に
対
し
て
は
つ
ぎ
の
よ

う
に
述
べ
る
。

高
天
原
に
神
留
り
坐
す
皇
が
睦
神
漏
伎
命
・
神
漏
弥
命
以
ち
て
、

天
社
・
国
社
と
称
辞
竟
へ
奉
る
皇
神
等
の
前
に
白
さ
く
、
今

年
二
月
に
御
年
初
め
賜
は
む
と
し
て
、
皇
御
孫
命
の
宇
豆
の
幣

帛
を
、
朝
日
の
豊
逆
登
に
、
称
辞
竟
へ
奉
ら
く
と
宣
ふ）

（
（

。

　

高
天
原
に
い
る
神
漏
伎
・
神
漏
弥
の
命
令
に
よ
っ
て
、
天
つ
神
を

祭
る
社
・
国
つ
神
を
祭
る
社
と
賛
辞
を
つ
く
し
祭
る
神
に
対
し
て
、

今
年
の
二
月
に
農
作
を
は
じ
め
る
の
で
、
天
皇
の
幣
帛
を
朝
日
が
昇

る
と
き
に
賛
辞
を
つ
く
し
て
奉
納
す
る
と
宣
り
聞
か
せ
る
、
と
い
う

ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
。

　

こ
の
あ
と
祭
祀
対
象
を
い
く
つ
か
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
賛
辞

を
尽
く
す
文
言
が
続
く
。
そ
の
中
に
あ
る
「
大
御
巫
の
辞
竟
へ
奉
る

皇
神
等
」
す
な
わ
ち
神
祇
官
西
院
の
八
神
殿
で
大
御
巫
が
祭
っ
て
い

る
神
に
向
け
ら
れ
た
部
分
に
、
神
漏
伎
・
神
漏
弥
お
よ
び
高
皇
産
霊

の
両
方
の
名
前
が
見
え
る
。

大
御
巫
の
辞
竟
へ
奉
る
皇
神
等
の
前
に
白
さ
く
、
神
魂
・
高
御

魂
・
生
魂
・
足
魂
・
玉
留
魂
・
大
宮
乃
売
・
大
御
膳
都
神
・
辞

代
主
と
御
名
は
白
し
て
辞
竟
へ
奉
ら
く
は
、
皇
御
孫
命
の
御
世

を
手
長
の
御
世
と
、
堅
磐
に
常
磐
に
斎
ひ
奉
り
、
茂
し
御
世
に

幸
へ
奉
る
が
故
に
、
皇
吾
睦
神
漏
伎
命
・
神
漏
弥
命
と
、
皇
御

孫
命
の
宇
豆
の
幣
帛
を
称
辞
竟
へ
奉
ら
く
と
宣
ふ）

（
（

。

　

対
象
と
し
て
高
皇
産
霊
と
神
産
霊
な
ど
の
名
前
が
具
体
的
に
挙
げ

ら
れ
、
結
び
の
部
分
に
神
漏
伎
命
・
神
漏
弥
命
の
名
が
見
え
る
。
こ

の
結
び
の
部
分
の
意
味
に
つ
い
て
、『
祝
詞
考
』
と
『
大
祓
後
釈
』

附
録
で
は
、
八
神
を
神
漏
伎
・
神
漏
弥
と
し
て
祭
る
と
解
釈
し
て
い
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る
が
、
釈
然
と
し
な
い）

（
（

。
こ
れ
に
つ
い
て
金
子
武
雄
「「
皇
吾
睦
神

漏
伎
命
・
神
漏
弥
命
登
」
考
」
で
は
『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
に
従
い

つ
つ
さ
ら
に
根
拠
を
示
し
て
、
八
神
を
神
漏
伎
と
し
て
祭
る
の
で
は

な
く
、
神
漏
伎
の
命
令
に
よ
っ
て
八
神
を
祭
る
と
解
釈
し
て
い
る）

9
（

。

こ
の
解
釈
は
神
漏
伎
・
神
漏
弥
の
命
令
に
よ
っ
て
幣
帛
を
供
え
る
と

い
う
全
体
に
向
け
た
冒
頭
の
部
分
と
内
容
が
合
致
す
る
。
従
う
べ
き

で
あ
る
。
つ
ま
り
祈
年
祭
の
祝
詞
の
文
章
構
成
で
は
神
漏
伎
・
神
漏

弥
は
祭
祀
を
す
る
よ
う
に
命
令
す
る
も
の
で
あ
り
、
祭
祀
対
象
と
な

る
高
皇
産
霊
等
と
は
対
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
ち
に
は
両

者
を
同
一
の
存
在
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

存
在
す
る
場
所
か
ら
も
神
漏
伎
・
神
漏
弥
が
高
皇
産
霊
や
神
産
霊

を
指
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。『
延
喜
式
』
神
名
に
よ
れ
ば
祭

祀
対
象
で
あ
る
「
神
産
日
神
・
高
御
産
日
神
」
以
下
に
つ
い
て
「
神

祇
官
西
院
坐
御
巫
等
祭
神
廿
三
座
」
と
あ
り
、
神
祇
官
西
院
に
鎮
座

し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
祈
年
祭
祝
詞
の
冒
頭
で
は
神

漏
伎
・
神
漏
弥
は
「
高
天
原
に
神
留
坐
」
す
な
わ
ち
高
天
原
に
居
る

と
記
述
さ
れ
、
あ
き
ら
か
に
居
場
所
が
異
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に

天
照
大
神
も
同
様
に
「
伊
勢
に
坐
す
」
の
で
あ
っ
て
高
天
原
に
居
る

と
は
さ
れ
ず
、
や
は
り
祝
詞
冒
頭
の
神
漏
伎
・
神
漏
弥
と
は
一
致
し

な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
祈
年
祭
祝
詞
を
見
る
か
ぎ
り
神
漏
伎
と
高
皇
産
霊
に

は
違
い
が
あ
る
。
両
者
が
指
す
も
の
が
同
一
で
あ
る
と
し
て
も
、
単

な
る
言
い
換
え
で
は
な
く
、
神
漏
伎
・
神
漏
弥
と
表
記
さ
れ
る
と
き

は
な
に
か
別
の
意
味
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
祝
詞
は
定
型
化
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
以
上
の
分
析
は

難
し
い
。
そ
こ
で
い
ち
ど
祝
詞
以
外
に
目
を
向
け
る
。

四
、
神
漏
伎
・
神
漏
弥
の
天
神
へ
の
言
い
換
え

　

祝
詞
以
外
で
神
漏
伎
・
神
漏
弥
の
語
が
見
え
る
の
は
『
続
日
本

紀
』
所
載
の
即
位
宣
命
で
あ
る
。
聖
武
天
皇
の
即
位
宣
命
は
つ
ぎ
の

よ
う
に
は
じ
ま
る
。

現
神
と
大
八
洲
知
ら
し
め
す
倭
根
子
天
皇
が
詔
旨
ら
ま
と
勅
り

た
ま
ふ
大
命
を
親
王
・
諸
王
・
諸
臣
・
百
官
人
等
、
天
下
公

民
、
衆
聞
き
た
ま
へ
と
宣
る
。
高
天
原
に
神
留
り
坐
す
皇
親
神

魯
岐
・
神
魯
美
命
の
、
吾
孫
の
知
ら
さ
む
食
国
天
下
と
よ
さ
し

奉
り
し
ま
に
ま
に
、
高
天
原
に
事
は
じ
め
て
、
四
方
の
食
国
天

下
の
政
を
弥
高
に
弥
広
に
天
日
嗣
と
高
御
座
に
坐
し
て
、
大
八

嶋
国
知
ら
し
め
す
倭
根
子
天
皇
の
大
命
に
坐
せ
詔
り
た
ま
は
く）

10
（

（
以
下
略
）

　

即
位
宣
命
な
の
で
冒
頭
で
臣
下
等
に
聞
く
よ
う
に
と
宣
言
し
、
そ

れ
か
ら
天
皇
の
地
位
の
由
来
を
述
べ
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
、
用
い
ら

れ
る
文
字
は
異
な
る
が
神
漏
伎
・
神
漏
弥
の
語
が
み
え
る
。
神
漏
伎

等
は
祝
詞
と
同
様
に
、
高
天
原
に
い
る
と
さ
れ
、
天
下
の
統
治
を
自
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51　神漏伎・神漏弥および天神の性質と役割

身
の
孫
に
任
せ
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
『
日
本
書
紀
』
神
代
下
お
よ
び

『
古
事
記
』
上
巻
に
見
え
る
、
高
皇
産
霊
や
天
照
大
神
の
発
言
か
ら

は
じ
ま
る
葦
原
中
国
の
平
定
、
大
己
貴
の
国
譲
り
、
さ
ら
に
天
孫
降

臨
と
続
く
一
連
の
こ
と
を
踏
ま
え
定
型
化
し
た
表
現
で
あ
り
、
こ
の

の
ち
に
も
即
位
宣
命
で
用
い
ら
れ
て
い
る）

11
（

。
こ
れ
よ
り
さ
か
の
ぼ
る

文
武
天
皇
の
即
位
宣
命
は
少
し
異
な
る
。

現
御
神
と
大
八
嶋
国
知
ら
し
め
す
天
皇
が
大
命
ら
ま
と
詔
り
た

ま
ふ
大
命
を
、
集
り
侍
る
皇
子
等
・
王
等
・
百
官
人
等
、
天
下

公
民
、
諸
聞
き
た
ま
へ
と
詔
る
。
高
天
原
に
事
始
め
て
、
遠
天

皇
祖
の
御
世
、
中
・
今
に
至
る
ま
で
に
天
皇
が
御
子
之
あ
れ
坐

さ
む
い
や
継
継
に
、
大
八
嶋
国
知
さ
む
次
と
、
天
つ
神
の
御
子

な
が
ら
も
、
天
に
坐
す
神
の
依
し
奉
り
し
随
に
、
こ
の
天
津
日

嗣
高
御
座
之
業
と
、
現
御
神
と
大
八
嶋
国
知
ら
し
め
す
倭
根
子

天
皇
命
の）

12
（

（
以
下
略
）

　

天
皇
の
地
位
の
由
来
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
聖
武
天
皇
の
即
位
宣

命
と
同
様
の
趣
旨
で
あ
る
が
、
具
体
的
文
言
は
異
な
る
。
聖
武
天
皇

の
宣
命
の
「
高
天
原
に
神
留
り
坐
す
皇
親
神
魯
岐
・
神
魯
美
命
の
、

吾
孫
の
知
ら
さ
む
食
国
天
下
と
よ
さ
し
奉
り
し
ま
に
ま
に
」
に
相
当

す
る
内
容
が
、
こ
こ
で
は
「
天
に
坐
す
神
の
依
し
奉
り
し
随
に
」
と

な
っ
て
い
る
。
高
天
原
は
天
に
、
神
漏
伎
・
神
漏
弥
は
神
と
い
う
語

に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る
大
化
年
間
の
、
東

国
の
国
司
ら
に
向
け
ら
れ
た
孝
徳
天
皇
の
詔
に
も
同
様
の
内
容
が
見

え
る
。天

神
の
奉
け
寄
せ
た
ま
ひ
し
随
に
、
方
に
今
始
め
て
万
国
を
修

め
む
と
す
。
凡
そ
国
家
の
所
有
る
公
民
、
大
き
に
小
き
に
領
れ

る
人
衆
を
、
汝
等
任
に
之
り
て
、
皆
戸
籍
を
作
り
、
及
田
畝
を

校
へ
よ）

1（
（

。

　

文
章
の
形
式
が
、
祝
詞
と
同
様
に
読
み
上
げ
る
こ
と
を
念
頭
に
し

た
宣
命
体
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
漢
文
で
あ
る
と
い
う
点
で
異
な
る

が
、
趣
旨
は
同
じ
で
あ
る
。
文
武
天
皇
の
宣
命
に
あ
る
「
天
に
坐
す

神
の
依
し
奉
り
し
随
に
」
と
い
う
部
分
が
、
こ
こ
で
は
「
天
神
の
奉

け
寄
せ
た
ま
ひ
し
随
に
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
内
容
は
初
代
天

皇
と
さ
れ
る
神
武
天
皇
の
東
征
の
は
じ
め
に
さ
か
の
ぼ
る
。

年
四
十
五
歳
に
及
び
て
、
諸
の
兄
及
び
子
等
に
謂
り
て
曰
く

「
昔
我
が
天
神
、
高
皇
産
霊
尊
・
大
日
孁
尊
、
此
の
豊
葦
原
瑞

穂
国
を
挙
げ
て
、
我
が
天
祖
彦
火
瓊
瓊
杵
尊
に
授
け
た
ま
へ
り
。

是
に
、
火
瓊
瓊
杵
尊
、
天
関
を
闢
き
、
雲
路
を
披
け
、
仙
蹕
駈

ひ
て
戻
止
り
ま
す）

1（
（

。
…
…
」

　

こ
こ
で
は
先
立
つ
神
代
の
出
来
事
と
し
て
、
天
孫
瓊
瓊
杵
が
葦
原

瑞
穂
国
（
大
八
嶋
国
、
天
下
で
も
意
味
は
同
じ
）
の
統
治
を
任
さ
れ
天
降

っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
神
武
天
皇
は
こ
れ
を
継
承
し
、
経
緯

の
の
ち
即
位
し
て
天
皇
と
な
り
統
治
を
実
現
し
た
。
歴
代
の
天
皇
は

こ
の
地
位
を
継
承
す
る
者
で
あ
る
か
ら
、
表
現
に
異
同
は
あ
る
が
同

じ
内
容
が
即
位
時
の
詔
や
宣
命
に
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
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宣
命
体
の
文
章
で
高
天
原
に
い
る
神
魯
岐
・
神
魯
美
は
、
天
に
坐
す

神
と
も
言
い
換
え
ら
れ
、
さ
ら
に
漢
文
体
の
詔
で
は
天
神
と
言
い
換

え
ら
れ
る
の
で
あ
る）

15
（

。

　

ち
な
み
に
天
孫
に
天
下
の
統
治
を
任
せ
た
主
体
は
「
我
が
天
神
、

高
皇
産
霊
尊
・
大
日
孁
尊
」
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
神
代
下
の
一

連
の
出
来
事
を
見
る
か
ぎ
り
、
高
皇
産
霊
尊
と
大
日
孁
尊
の
二
者
が

そ
の
主
体
で
あ
り
、
二
者
の
総
称
も
し
く
は
言
い
換
え
が
天
神
で
あ

ろ
う
。

五
、
天
神
は
天
帝
で
は
な
い

　

天
神
の
語
は
、
読
み
聞
か
せ
る
こ
と
を
想
定
す
る
祝
詞
や
宣
命
で

は
用
い
ら
れ
ず
、
漢
文
の
な
か
で
用
い
ら
れ
い
る
。
こ
の
語
は
漢
籍

的
語
彙
で
、
神
漏
伎
・
神
漏
弥
を
言
い
換
え
る
語
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
中
国
の
天
神
の
観
念
に
重
な
る
、
も
し
く
は
影
響
も
受
け

て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
日
本
に
受
容
さ
れ
た
天
神

に
つ
い
て
検
証
す
る
。
神
武
紀
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

詔
し
て
曰
は
く
「
我
が
皇
祖
の
霊
、
天
よ
り
降
り
鑑
て
朕
が
躬

を
光
し
助
け
た
ま
へ
り
。
今
諸
の
虜
已
に
平
け
て
、
海
内
事
無

し
。
以
て
天
神
を
郊
祀
り
て
、
用
て
大
孝
を
申
べ
た
ま
ふ
べ
し

と
の
た
ま
ふ
。
乃
ち
霊
畤
を
鳥
見
山
の
中
に
立
て
て
、
其
地
を

号
け
て
上
小
の
野
榛
原
・
下
小
野
の
榛
原
と
曰
ふ
。
用
て
皇
祖

天
神
を
祭
り
た
は
ま
ふ）

1（
（

。

　

自
分
の
祖
先
神
の
霊
が
助
け
て
く
れ
た
の
で
国
内
の
敵
対
者
を
平

定
し
治
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
天
神
を
祭
る
の
が
よ
い
と
述

べ
、
鳥
見
山
に
祭
場
を
設
け
て
天
神
を
祭
っ
た
。
こ
こ
で
は
天
神
の

祭
祀
を
郊
祀
と
記
し
て
い
る
。
郊
祀
と
は
、
世
界
の
主
宰
者
で
あ
る

天
を
祭
る
も
の
で
天
子
の
み
に
許
さ
れ
る
と
さ
れ
た
、
中
国
で
行
わ

れ
て
い
た
も
っ
と
も
重
要
な
祭
祀
儀
礼
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
対
象

と
さ
れ
る
天
神
は
中
国
で
い
う
天
、
天
帝
・
皇
天
・
皇
天
上
帝
・
昊

天
上
帝
な
ど
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
個
所
で
は
神
漏
伎
の
言
い
換

え
で
あ
る
天
神
の
語
は
、
こ
う
し
た
中
国
的
天
と
も
重
ね
あ
わ
さ
れ

て
い
る）

1（
（

。

　

世
界
の
主
宰
者
で
あ
る
天
の
観
念
が
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

継
体
紀
の
詔
に
「
神
祇
に
は
主
乏
し
か
る
べ
か
ら
ず
。
宇
宙
に
は
君

無
か
る
べ
か
ら
ず
。
天
、
黎
庶
を
生
し
て
、
樹
つ
る
に
元
首
を
以
て

し
て
、
助
け
養
ふ
こ
と
を
司
ら
し
め
て
、
性
命
を
全
か
ら
し
む）

1（
（

」
と

あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
天
と
は
世
界
全
体
の
主
宰
者
で

あ
り
、
人
間
を
作
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
人
間
は
互
い
に
争
う
の
で
、

そ
の
中
に
統
治
者
を
立
て
て
統
治
さ
せ
、
そ
う
す
る
こ
と
で
人
間
の

生
命
を
損
な
う
こ
と
な
く
全
う
さ
せ
る
と
い
う
思
想
が
受
容
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
こ
の
延
長
線
上
に
あ
る
、
天
は
政
治
が
良
け
れ
ば

祥
瑞
に
よ
り
褒
め
、
悪
け
れ
ば
災
異
を
発
生
さ
せ
警
告
す
る
と
い
う

天
人
感
応
説
も
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
聖
王
世
に
出
で
て
天
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下
を
治
む
る
時
に
、
天
応
へ
て
、
其
の
祥
瑞
を
示
す）

19
（

」、
や
「
王
者

の
政
令
は
事
に
便
あ
ら
ず
は
、
天
地
譴
め
責
め
て
以
て
咎
の
徴
を
示

す）
20
（

」
と
い
っ
た
言
葉
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
祥
瑞
や
災
異
の
発
生
主
体
が
何
者
で
あ
る
か
追

求
し
て
ゆ
く
と
、
結
局
在
来
の
神
々
へ
と
置
き
換
え
ら
れ
て
い
て
、

固
有
の
主
体
と
し
て
の
中
国
的
天
は
分
解
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

祥
瑞
に
つ
い
て
は
改
元
の
契
機
と
し
て
し
ば
し
ば
み
え
る
。
和
銅

へ
の
改
元
で
は
感
応
主
体
に
つ
い
て
天
と
は
異
な
る
表
記
が
な
さ
れ

て
い
る
。

此
の
物
は
、
天
に
坐
す
神
・
地
に
坐
す
祇
の
相
う
づ
な
ひ
奉
り

福
は
へ
奉
る
事
に
依
り
て
、
顕
し
く
出
で
た
る
宝
に
在
る
ら
し

と
な
も
、
神
な
が
ら
念
し
行
す
。
是
を
以
て
、
天
地
之
神
の
顕

し
奉
れ
る
瑞
宝
に
依
り
て
、
御
世
の
年
号
改
め
賜
ひ
換
へ
賜
は

く
と
詔
り
た
ま
ふ
命
を
衆
聞
き
た
ま
へ
と
宣
る）

21
（

。

　

祥
瑞
と
さ
れ
る
和
銅
を
出
現
さ
せ
た
主
体
は
「
天
に
坐
す
神
・
地

に
坐
す
祇
」
で
あ
り
、「
天
地
の
神
」
と
も
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。

　

天
平
へ
の
改
元
の
と
き
も
同
様
で
、
甲
羅
に
文
字
が
あ
る
亀
が
出

現
し
た
こ
と
を
う
け
て
、「
此
の
大
き
瑞
の
物
は
、
天
に
坐
す
神
・

地
に
坐
す
神
の
相
う
づ
な
ひ
奉
り
福
は
へ
奉
る
事
に
依
り
て
、
顕
し

奉
れ
る
貴
き
瑞
な
る
を
以
て
、
御
世
の
年
号
改
め
賜
ひ
換
へ
賜
ふ）

22
（

」

と
述
べ
て
お
り
、
や
は
り
祥
瑞
は
天
に
い
る
神
と
地
に
い
る
神
が
発

生
さ
せ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
宣
命
の
前
半
で
天
人
感
応
説
に

言
及
し
聖
君
と
賢
臣
に
た
い
し
て
「
天
地
の
大
き
瑞
は
顕
れ
来
と
な

も
」
と
あ
り
、「
天
地
」
が
「
天
に
坐
す
神
・
地
に
坐
す
神
」
と
言

い
換
え
ら
れ
て
い
る
。

　

伊
勢
神
宮
の
外
宮
上
空
に
五
色
の
雲
が
発
生
し
た
こ
と
を
契
機
と

す
る
神
護
景
雲
へ
の
改
元
で
も
同
様
で
あ
る）

2（
（

。
五
色
の
雲
は
天
皇
の

徳
に
感
応
し
て
天
地
が
出
現
さ
せ
た
祥
瑞
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、

よ
り
詳
し
く
、
件
の
雲
は
天
照
大
神
の
慈
し
み
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、

ま
た
三
宝
す
な
わ
ち
仏
菩
薩
お
よ
び
六
道
の
う
ち
の
一
つ
で
そ
の
最

上
に
あ
る
諸
天
、
さ
ら
に
天
地
の
神
が
出
現
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と

す
る
。
天
人
は
感
応
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
感
応
す
る
主
体
を
「
天

地
」「
大
御
神
」「
三
宝
・
諸
天
・
天
地
の
神
」
と
し
て
い
る
。

　

天
人
感
応
説
は
受
容
さ
れ
、
天
は
為
政
者
の
徳
に
反
応
し
て
祥
瑞

を
発
生
さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
感
応
の
主
体
で
あ
る

天
は
、
結
局
、
在
来
の
神
や
仏
の
総
称
で
あ
る
。
中
国
で
は
他
の
存

在
と
は
区
別
さ
れ
る
固
有
の
存
在
と
し
て
天
が
あ
る
が
、
日
本
で
受

容
さ
れ
た
天
は
独
立
し
た
固
有
の
存
在
で
は
な
く
、
す
で
に
知
ら
れ

た
在
来
の
神
の
総
称
で
し
か
な
い
。

　

同
様
の
こ
と
が
祥
瑞
の
反
対
に
あ
る
災
異
の
場
面
で
も
言
え
る）

2（
（

。

こ
れ
は
よ
り
古
い
時
代
の
崇
神
紀
の
祭
祀
の
部
分
に
は
じ
ま
る
。
崇

神
紀
の
祭
祀
は
日
本
独
自
の
神
祇
祭
祀
の
制
度
の
起
源
と
さ
れ
る
の

だ
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
は
じ
ま
る
。

詔
し
て
曰
く
「
昔
我
が
皇
祖
大
き
に
鴻
基
を
啓
き
た
ま
ひ
き
。
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其
の
後
に
、
聖
業
逾
高
く
、
王
風
転
盛
な
り
。
意
は
ざ
り
き
、

今
朕
が
世
に
当
り
て
、
数
災
害
有
ら
む
こ
と
を
。
恐
る
ら
く
は
、

朝
に
善
政
無
く
し
て
、
咎
を
神
祇
に
取
ら
む
や
。
盍
ぞ
命
神
亀

へ
て
災
を
致
す
所
由
を
極
め
ざ
ら
む
」
と
の
た
ま
ふ）

25
（

。

　

崇
神
天
皇
が
位
を
継
い
だ
も
の
の
災
害
が
し
ば
し
ば
発
生
し
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
崇
神
天
皇
は
政
治
が
善
政
で
は
な
く
、
そ
の
た

め
神
祇
に
咎
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
し

て
卜
占
に
よ
り
災
害
が
お
こ
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。

こ
こ
ま
で
の
部
分
で
は
、
善
政
が
な
い
と
き
に
災
異
を
発
生
さ
せ
、

政
治
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
為
政
者
に
知
ら
せ
譴
責
す
る
と
い
う
内

容
で
、
中
国
の
災
異
説
と
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
そ
の
咎
め
る
主
体

の
「
神
祇
」
は
た
だ
ち
に
中
国
的
天
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
そ
し

て
後
続
部
分
は
災
異
説
と
は
異
な
る
独
自
の
展
開
を
す
る
。

是
に
、
天
皇
、
乃
ち
神
浅
茅
原
に
幸
し
て
、
八
十
万
の
神
を
会

へ
て
、
卜
問
ふ
。
是
の
時
に
、
神
明
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命
に
憑

り
て
曰
は
く
「
天
皇
、
何
ぞ
国
の
治
ら
ざ
る
こ
と
え
を
憂
ふ
る
。

若
し
能
く
我
を
敬
ひ
祭
ら
ば
、
必
ず
当
に
自
平
ぎ
な
む
」
と

の
た
ま
ふ
。
天
皇
問
ひ
て
曰
は
く
「
如
此
教
ふ
は
誰
の
神
ぞ
」。

答
へ
て
曰
は
く
「
我
は
是
倭
国
の
域
の
内
に
所
居
る
神
、
名
を

大
物
主
神
と
為
ふ
」
と
の
た
ま
ふ
。（
中
略
）「
若
し
吾
が
児
大

田
田
根
子
を
以
て
。
吾
を
令
祭
り
た
ま
は
ば
、
立
に
平
ぎ
な

む
。（
中
略
）」
と
の
た
ま
ふ
。（
中
略
）
即
ち
大
田
田
根
子
を
以

て
、
大
物
主
大
神
を
祭
る
主
と
す
。（
中
略
）
然
し
て
後
に
、
他

神
を
祭
ら
む
と
卜
ふ
に
、
吉
し
。
便
ち
別
に
八
十
万
の
群
神
を

祭
る
。
仍
り
て
天
社
・
国
社
、
及
び
神
地
・
神
戸
を
定
む
。
是

に
疫
病
始
め
て
息
み
て
、
国
内
漸
に
謐
り
ぬ
。
五
穀
既
に
成
り

て
、
百
姓
饒
ひ
ぬ）

2（
（

。

　

災
異
の
原
因
を
探
る
べ
く
八
十
万
の
神
を
集
め
て
卜
占
を
す
る
。

八
十
万
の
神
と
は
総
称
で
あ
り
、
神
祇
や
天
神
地
祇
と
同
じ
で
あ
る
。

す
る
と
祟
り
を
な
し
た
神
が
存
在
を
明
か
し
自
分
を
要
求
通
り
に

祭
れ
ば
事
態
は
収
ま
る
と
教
え
る
。
天
皇
が
神
の
名
前
を
明
ら
か
に

し
要
求
に
従
い
祭
り
、
神
社
を
つ
く
り
神
地
・
神
戸
を
さ
だ
め
る
と
、

祟
り
す
な
わ
ち
疫
病
が
お
さ
ま
り
、
穀
物
が
実
り
人
々
は
に
ぎ
わ
っ

た
。
律
令
制
下
の
、
す
べ
て
の
神
を
祭
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
祭
祀
制

度
は
、
こ
う
し
て
成
立
し
た
と
さ
れ
る）

2（
（

。

　

祟
り
の
主
体
と
な
る
存
在
の
把
握
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
固
有
名
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
一
人
一
人
個
別
に
な
さ
れ
、
天
神
や
皇
祖
神
な

ど
の
一
般
名
で
存
在
が
把
握
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。『
延
喜
式
』
神

名
帳
で
も
独
立
し
た
祭
祀
対
象
の
一
つ
と
し
て
天
神
は
記
さ
れ
て
い

な
い
し
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
も
な
い
。
最
初
に
総
称
と
し
て
の

「
天
神
地
祇
」
の
語
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。「
神
祇
」
や
「
天
神
地

祇
」
は
個
別
に
固
有
名
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
神
の
総
称
も
し
く
は
総

体
で
あ
る
。

　

中
国
の
天
の
観
念
や
天
人
感
応
思
想
が
受
容
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
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55　神漏伎・神漏弥および天神の性質と役割

く
祥
瑞
・
災
異
の
発
生
が
記
さ
れ
る
が
、
結
局
、
天
が
在
来
の
神
と

は
区
別
さ
れ
る
独
立
し
た
主
体
と
し
て
定
位
さ
れ
る
に
は
い
た
っ
て

い
な
い）

2（
（

。
天
や
天
神
は
漢
籍
に
由
来
す
る
言
葉
で
は
あ
る
が
、
換
骨

奪
胎
さ
れ
、
日
本
で
は
多
く
の
神
々
を
一
つ
に
あ
わ
せ
て
表
記
す
る

と
き
に
用
い
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
ほ
と
ん
ど
の
場
合
で
は
天

神
地
祇
や
神
祇
、
天
、
天
地
な
ど
と
表
記
さ
れ
、
天
神
と
の
み
記
さ

れ
る
こ
と
は
む
し
ろ
例
外
的
で
あ
る
。
中
国
の
天
の
観
念
や
そ
の
受

容
に
つ
い
て
た
ど
っ
て
も
、
神
漏
伎
・
神
漏
弥
の
言
い
換
え
で
あ
る

天
神
が
い
か
な
る
も
の
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

六
、
天
神
は
命
じ
る
の
み
で
、
自
ら
行
動
せ
ず
客
体
に
も
な

ら
な
い

　

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
天
神
の
表
記
が
用
い
ら
れ
、
な
お
か
つ
神
漏

伎
の
言
い
換
え
と
確
実
に
言
え
る
部
分
に
焦
点
を
絞
る
。
そ
れ
は
す

で
に
見
た
よ
う
に
即
位
宣
命
で
、
初
代
天
皇
の
神
武
天
皇
に
さ
か
の

ぼ
る
。
内
容
は
天
神
が
天
下
の
支
配
を
皇
孫
に
任
せ
た
と
い
う
も
の

で
、
神
代
の
出
来
事
と
さ
れ
る
葦
原
中
国
平
定
、
国
譲
り
、
天
孫
降

臨
と
い
う
一
連
の
話
を
う
け
る
。

　

神
代
で
は
神
こ
そ
が
出
来
事
を
成
り
立
た
せ
る
活
動
や
行
動
の
主

体
で
、
こ
れ
は
書
紀
の
編
纂
時
の
人
間
が
行
動
主
体
で
あ
る
の
と
同

じ
で
あ
る
。
律
令
期
の
神
は
、
あ
る
い
は
姿
を
あ
ら
わ
す
こ
と
が

な
く
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
日
常
的
に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
が
夢
の

中
に
あ
ら
わ
れ
た
り
、
祟
り
に
よ
り
存
在
を
示
す
な
ど
、
特
殊
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
一
時
的
に
行
動
す
る
主
体
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
存
在
だ

が
、
神
代
に
描
か
れ
る
神
は
、
現
実
世
界
の
人
々
と
同
じ
よ
う
に
つ

ね
に
活
動
や
行
動
の
主
体
で
あ
る
。
大
己
貴
は
天
孫
に
顕
事
を
譲
っ

た
後
は
も
っ
ぱ
ら
祭
祀
の
対
象
と
な
り
主
体
と
し
て
の
活
動
は
な
い

が
、
そ
れ
以
前
に
は
国
を
巡
り
少
彦
名
と
と
も
に
国
を
作
る
と
い
う

活
動
の
主
体
で
あ
っ
た
。
天
照
大
神
も
天
皇
の
時
代
に
は
一
連
の
経

緯
の
の
ち
伊
勢
に
鎮
座
し
祭
祀
の
客
体
と
な
る
が
、
神
代
で
は
天
上

の
統
治
者
と
さ
れ
、
素
戔
嗚
と
ウ
ケ
イ
を
し
、
天
窟
屋
戸
こ
も
り
を

す
る
な
ど
行
動
や
活
動
の
主
体
で
あ
っ
た
。
神
話
が
歴
史
書
の
冒
頭

に
置
か
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　

天
降
り
に
い
た
る
一
連
の
出
来
事
で
の
天
神
の
あ
り
方
は
、
こ
の

よ
う
な
神
が
み
ず
か
ら
活
動
す
る
神
代
の
中
に
あ
っ
て
特
徴
的
で
あ

る
。
天
下
の
平
定
を
命
じ
神
を
派
遣
す
る
も
失
敗
を
重
ね
、
最
後
に

建
御
雷
等
に
よ
り
成
功
す
る
の
だ
が
、
平
定
の
具
体
的
行
動
を
す
る

の
は
天
神
に
命
じ
ら
れ
た
神
々
で
あ
り
、
命
じ
た
天
神
自
身
は
具
体

的
活
動
を
し
な
い
。
ま
た
天
降
り
と
天
下
の
統
治
に
つ
い
て
も
天
神

は
命
じ
る
だ
け
で
、
そ
れ
を
実
現
す
る
の
は
子
孫
で
あ
る
。
命
令

は
一
つ
の
行
為
に
は
違
い
な
い
が
、
実
質
的
行
動
は
し
な
い
。

　

そ
し
て
こ
れ
と
表
裏
を
な
す
よ
う
に
、
神
が
自
ら
実
質
を
と
も
な

う
行
動
を
す
る
と
き
に
は
天
神
の
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
神
話

で
天
神
の
語
が
天
照
大
神
を
指
す
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
が
、
天
照
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大
神
が
自
ら
行
動
す
る
素
戔
嗚
と
の
ウ
ケ
イ
や
、
天
窟
屋
戸
ご
も
り

の
話
で
は
、
天
神
の
表
記
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
行
為
の
客
体
と
な
る
と
き
に
も
天
神
の
語
は
用
い
ら
れ
な

い
。
天
降
り
に
い
た
る
話
で
天
神
と
は
具
体
的
に
は
天
照
大
神
と
高

皇
産
霊
を
指
し
て
い
た
が
、
祭
祀
対
象
と
な
る
と
き
に
は
と
も
に
天

神
の
語
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
天
照
大
神
は
神
代
で
は
天
窟

屋
戸
ご
も
り
の
と
き
に
祭
祀
対
象
と
な
っ
た
と
解
釈
で
き
る
も
の
の
、

こ
の
と
き
は
も
っ
ぱ
ら
天
照
大
神
と
表
記
さ
れ
天
神
の
語
は
用
い
ら

れ
な
い
。
時
代
が
下
る
と
天
照
大
神
は
伊
勢
神
宮
に
祭
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
の
だ
が
、
天
孫
降
臨
や
崇
神
天
皇
の
時
代
の
出
来
事
を
経
て
、

垂
仁
天
皇
の
時
代
に
倭
姫
が
祭
祀
に
適
し
た
場
所
を
探
し
各
地
を
巡

る
過
程
を
含
め
、
天
照
大
神
が
祭
祀
の
客
体
と
な
る
と
き
天
神
の
語

に
よ
っ
て
言
い
換
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

高
皇
産
霊
が
祭
祀
対
象
と
な
る
こ
と
は
、『
日
本
書
紀
』
で
は
神

武
紀
に
一
ヶ
所
し
か
な
く
、
そ
こ
で
は
天
神
で
は
な
く
高
皇
産
霊
と

表
記
さ
れ
る）

29
（

。『
古
語
拾
遺
』
に
は
高
皇
産
霊
等
が
神
祇
官
で
祭
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
起
源
が
記
さ
れ
、
神
籬
を
建
て
て
祭
っ
た
と
あ

る
の
だ
が
、
祭
祀
対
象
は
高
皇
産
霊
な
ど
と
固
有
名
で
記
さ
れ
、
や

は
り
天
神
の
語
は
見
え
な
い）

（0
（

。

　

よ
う
す
る
に
命
じ
教
え
る
と
い
う
役
割
を
果
た
す
限
り
で
、
高
皇

産
霊
や
天
照
大
神
は
天
神
と
表
記
さ
れ
、
ま
た
神
漏
伎
・
神
漏
弥
と

も
言
い
換
え
ら
れ
る
。
も
し
も
そ
の
役
割
を
果
た
さ
ず
、
主
体
と
な

っ
て
自
ら
実
質
を
と
も
な
う
行
動
す
る
場
合
や
、
祭
祀
の
対
象
と
な

る
場
合
は
、
高
皇
産
霊
や
天
照
大
神
と
表
記
さ
れ
、
天
神
や
神
漏

伎
・
神
漏
弥
と
は
表
記
さ
れ
な
い
。
み
ず
か
ら
行
動
す
る
者
の
傍
ら

に
あ
っ
て
教
え
命
じ
る
の
み
で
、
み
ず
か
ら
は
実
働
す
る
こ
と
な
く
、

行
為
の
対
象
と
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
こ
そ
が
神
漏
伎

等
の
言
い
換
え
で
あ
る
天
神
な
の
で
あ
る
。
命
令
主
体
と
し
て
の
み

定
位
さ
れ
、
客
体
と
は
な
ら
ず
具
体
的
活
動
の
主
体
と
も
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
命
令
も
し
く
は
命
じ
る
行
為
を
実
体
化

し
た
存
在
こ
そ
が
天
神
や
神
漏
伎
等
な
の
で
あ
る
。
天
神
は
ど
の
神

か
と
問
う
の
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
あ
り
方
の
と
き
天
神
と
称
さ

れ
る
の
か
と
問
う
こ
と
が
、
理
解
を
可
能
に
す
る
。

七
、
天
神
の
命
令
の
性
質
と
天
皇
の
命
令

　

命
じ
る
者
と
し
て
の
天
神
は
、
記
紀
神
話
で
の
組
み
込
ま
れ
方
に

も
特
徴
が
あ
る
。
天
神
の
命
令
の
有
無
は
直
後
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開

を
左
右
し
な
い
。
特
定
の
話
に
構
成
上
不
可
欠
な
ほ
ど
深
く
根
付
い

た
存
在
と
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
話
の
不
可
欠
な
根

幹
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
、
特
定
の
個
所
に
限
定
さ
れ
ず
複
数
個
所
で

付
加
的
に
登
場
す
る
。

　

天
神
は
神
話
の
各
部
分
で
不
可
欠
な
要
素
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

こ
と
は
、『
古
事
記
』
の
序
で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。『
古
事
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記
』
の
序
文
は
本
文
と
異
な
り
漢
籍
に
倣
っ
た
文
章
で
、
内
容
を
要

約
し
た
部
分
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
天
地
開
闢
、
三
神
の
発
生
、
伊
弉

諾
・
伊
弉
冉
に
よ
る
万
物
生
産
、
黄
泉
国
訪
問
後
の
天
照
大
神
等
の

生
産
、
国
生
み
、
天
窟
屋
戸
ご
も
り
、
八
岐
大
蛇
退
治
、
天
下
平
定

と
国
譲
り
、
天
孫
降
臨
な
ど
に
つ
い
て
短
く
端
的
に
述
べ
る
が
、
天

神
の
命
令
に
該
当
す
る
文
言
は
な
い
。
地
上
平
定
で
の
高
天
原
の

神
々
の
協
議
に
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
天
神
に
よ
り
命
じ
ら
れ

た
行
動
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
は
天
神
の
命
令
に
は
該
当
し
な
い
。
つ

ま
り
神
話
の
要
約
に
は
命
じ
る
天
神
の
モ
チ
ー
フ
は
な
い
。
こ
う
し

た
こ
と
は
個
別
に
も
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
に
よ
る
国
生
み
の
話
は
、『
日
本
書
紀
』
の
本

文
で
は
二
人
の
相
談
か
ら
一
連
の
行
動
が
は
じ
ま
り
、
天
神
は
登

場
し
な
い
。
行
動
主
体
で
あ
る
二
人
だ
け
で
こ
の
部
分
は
成
り
立

つ
。
一
書
に
は
最
初
に
二
人
に
豊
葦
原
瑞
穂
国
を
統
治
す
る
よ
う
に

命
じ
る
者
と
し
て
天
神
が
登
場
す
る
が）

（1
（

、
あ
く
ま
で
本
文
の
よ
う
に

天
神
が
登
場
し
な
く
て
も
成
立
し
て
い
る
話
に
付
加
さ
れ
る
の
で
あ

り
、
話
の
構
成
上
不
可
欠
な
根
幹
的
存
在
で
は
な
い
。

　

ま
た
天
孫
降
臨
に
い
た
る
一
連
の
出
来
事
の
な
か
で
、
天
神
は
天

下
の
統
治
を
天
孫
に
命
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
即
位
宣
命
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
の
ち
に
極
め
て
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
話
と

し
て
政
治
的
統
治
者
が
天
上
か
ら
や
っ
て
き
た
と
い
う
だ
け
で
も
成

り
立
ち
、
天
神
の
命
令
は
不
可
欠
な
要
素
で
は
な
い
。
さ
ら
に
『
日

本
書
紀
』
で
の
神
武
天
皇
東
征
は
、
瓊
瓊
杵
に
向
け
ら
れ
た
天
神
の

命
令
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ら
れ
る
が
、『
古
事
記
』
で
は

天
神
の
命
令
に
は
言
及
が
な
く
、
た
だ
治
め
る
の
に
適
し
た
場
所
を

探
す
に
す
ぎ
な
い
。
天
神
の
命
令
な
し
で
も
話
は
成
り
立
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
天
皇
の
時
代
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
神
武
紀
で
は
、
夢
の

中
で
天
神
が
天
皇
に
天
神
地
祇
を
祭
る
よ
う
命
じ
て
い
る
が
、
祭
祀

を
実
際
に
行
う
の
は
神
武
天
皇
で
あ
り）

（2
（

、
天
神
は
行
為
の
実
体
を
担

っ
て
い
な
い
。
神
功
紀
で
は
、
百
済
と
新
羅
の
朝
貢
に
か
か
わ
る
問

題
が
生
じ
た
と
き
も
「
便
ち
天
神
誨
へ
て
曰
は
く
」
と
教
え
て
い
る

が
、
実
際
に
具
体
的
行
動
を
し
て
問
題
を
解
決
す
る
の
は
武
内
宿
禰

で
あ
る
。

　

別
の
角
度
か
ら
こ
れ
を
捉
え
直
す
な
ら
、
天
神
の
命
令
は
直
ち
に

は
決
定
的
作
用
を
必
ず
し
も
生
じ
な
い
か
ら
、
ど
こ
に
で
も
挿
入
が

可
能
で
あ
る
と
言
え
る
。『
日
本
書
紀
』
で
は
、
国
生
み
の
一
つ
目

の
一
書
で
天
神
が
二
人
に
葦
原
瑞
穂
国
に
行
き
統
治
す
る
よ
う
に
命

じ
る
も
の
、
そ
の
後
大
八
洲
を
生
む
に
と
ど
ま
り
統
治
の
実
現
は
明

記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
天
下
を
平
定
し
国
を
譲
ら
せ
た
こ
と
を

う
け
て
天
孫
瓊
瓊
杵
に
そ
の
統
治
を
命
じ
天
降
ら
せ
る
が
、
着
地
し

た
の
は
西
の
ほ
と
り
で
あ
り
天
下
の
統
治
は
す
ぐ
に
は
実
現
し
な
い
。

命
令
が
決
定
的
な
作
用
を
生
じ
な
い
か
ら
、
話
が
す
で
に
成
立
し
て

い
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
天
神
の
命
令
を
容
易
に
挿
入
す
る
こ
と
が

で
き
、
大
き
な
矛
盾
や
不
整
合
は
生
じ
な
い
。
多
く
の
個
所
で
話
を
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再
構
成
す
る
こ
と
な
く
天
神
の
命
令
や
教
え
を
挿
入
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
り
、
実
際
複
数
個
所
に
天
神
の
命
令
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
神

話
を
構
成
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
の
成
立
と
は
異
な
る
契
機
に
、
天

神
が
命
じ
る
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
付
加
さ
れ
各
所
に
挿
入
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
天
神
の
命
令
で
は
あ
る
が
、
あ
る
点
に
結
実
す
る
。
文

献
の
な
か
で
は
神
武
天
皇
の
即
位
で
あ
り
、
現
実
に
は
『
日
本
書

紀
』
が
編
纂
さ
れ
る
時
代
の
天
皇
で
あ
る
。
天
神
が
命
じ
る
こ
と
は
、

す
で
に
決
着
し
た
後
世
に
は
つ
な
が
ら
な
い
過
去
の
出
来
事
な
の
で

は
な
く
、
む
し
ろ
現
在
の
天
皇
の
あ
り
方
に
結
び
つ
く
。
天
神
の
命

令
を
神
話
の
各
所
に
挿
入
す
る
こ
と
で
、
天
皇
に
結
実
す
る
正
当
化

を
何
度
も
繰
り
返
し
重
ね
、
ま
た
即
位
宣
命
の
は
じ
め
に
天
神
も
し

く
は
神
漏
伎
・
神
漏
弥
が
天
下
の
統
治
を
任
せ
た
と
い
う
文
言
を
記

し
、
代
々
繰
り
返
し
天
皇
の
あ
り
方
と
結
び
つ
け
る
。

　

命
じ
る
天
神
の
モ
チ
ー
フ
は
神
話
や
即
位
宣
命
で
繰
り
返
さ
れ
る

だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
つ
ね
に
行
わ
れ
て
い
た
祭
祀
の
祝
詞
に
も

神
漏
伎
・
神
漏
弥
の
命
令
と
し
て
重
ね
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
神

話
や
即
位
宣
命
は
天
皇
の
あ
り
方
に
通
時
的
に
結
び
つ
く
が
、
祝
詞

は
祭
祀
を
行
う
天
皇
へ
と
共
時
的
に
結
実
す
る
。

　

す
な
わ
ち
す
べ
て
の
神
を
祭
る
と
さ
れ
る
祈
年
祭
と
こ
れ
と
ほ
ぼ

同
様
の
月
次
祭
、
こ
れ
ら
と
関
連
が
深
く
穀
物
の
収
穫
に
よ
り
行
う

毎
年
の
大
嘗
祭
（
新
嘗
祭
）、
大
嘗
祭
の
あ
と
に
行
わ
れ
、
天
皇
の
位

を
象
徴
す
る
剣
璽
を
さ
さ
げ
天
皇
が
国
を
任
せ
ら
れ
た
こ
と
に
言
及

し
て
い
る
大
殿
祭
、
同
じ
く
大
嘗
祭
の
前
に
お
こ
な
う
鎮
魂
祭
に

関
連
す
る
鎮
御
魂
斎
戸
祭
、
さ
ら
に
大
祓
や
鎮
火
祭
の
そ
れ
ぞ
れ
の

祝
詞
の
冒
頭
に
「
高
天
原
に
神
留
り
坐
す
皇
が
睦
神
漏
伎
命
・
神
漏

弥
命
以
ち
て
」
な
ど
の
文
言
が
あ
る
。
祭
祀
の
具
体
的
内
容
を
直
接

に
決
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
冒
頭
に
天
神
と
も
言
い
換
え
ら
れ

る
神
漏
伎
・
神
漏
弥
の
命
令
に
よ
っ
て
、
と
い
う
文
言
が
置
か
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
最
初
に
加
え
る
こ
と
で
、
恒
例
祭
祀
の
実
施
も
し
く
は

そ
の
正
当
性
が
神
漏
伎
・
神
漏
弥
の
命
令
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
か

の
ご
と
き
構
成
と
な
り
、
最
初
の
命
令
こ
そ
が
現
在
の
状
態
を
実
現

す
る
根
拠
と
し
て
定
位
さ
れ
る
。
祭
祀
儀
礼
は
そ
の
命
令
が
あ
る
か

ら
正
当
な
も
の
と
な
る
か
の
ご
と
き
様
相
に
な
る
。

　

そ
し
て
こ
の
神
漏
伎
・
神
漏
弥
の
命
令
に
よ
り
祭
祀
が
正
当
化
さ

れ
る
と
い
う
構
造
は
、
そ
の
ま
ま
天
皇
の
命
令
に
も
重
ね
ら
れ
る）

（（
（

。

祈
年
祭
の
祝
詞
で
神
漏
伎
の
命
令
が
記
さ
れ
る
の
と
同
じ
位
置
に
、

天
皇
の
命
令
が
記
さ
れ
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
伊
勢
大
神
宮
の

祝
詞
に
代
表
さ
れ
る
。
朝
廷
か
ら
伊
勢
神
宮
に
遣
わ
さ
れ
た
幣
帛
使

が
神
前
で
奏
上
す
る
伊
勢
神
宮
で
の
祈
年
・
月
次
祭
の
祝
詞
は
「
天

皇
が
御
命
以
ち
て
、
度
会
の
宇
治
の
五
十
鈴
の
川
上
の
下
つ
石
根
に

称
へ
辞
竟
へ
奉
る
皇
大
神
の
大
前
に
申
さ
く
」
と
は
じ
ま
り
、
大
神

宮
司
が
禰
宜
等
に
宣
読
す
る
六
月
月
次
祭
の
祝
詞
で
も
、
禰
宜
等
に

宣
り
聞
か
せ
る
と
い
う
最
初
の
部
分
に
つ
づ
け
て
「
天
皇
が
御
命
に
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坐
せ
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
朝
使
が
神
前
で
奏
上
す
る
九
月
神
嘗
祭
の

祝
詞
で
は
「
皇
御
孫
の
御
命
以
て
」
と
あ
る
。
い
づ
れ
も
天
皇
の
命

令
が
祭
祀
の
起
点
と
な
っ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
春
日
祭
の
祝
詞
で
は

「
天
皇
が
大
命
に
坐
せ
」、
平
野
祭
、
久
度
古
関
祭
で
は
「
天
皇
が
御

命
に
坐
せ
」、
道
饗
祭
で
は
「
高
天
の
原
に
事
始
め
て
、
皇
御
孫
の

命
と
」、
遣
唐
使
の
祝
詞
で
は
「
皇
御
孫
尊
の
御
命
以
て
」
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
祝
詞
の
冒
頭
に
天
皇
を
意
味
す
る
語
が
記
さ
れ
る
。
神
漏

伎
や
天
神
を
設
定
し
そ
の
命
を
受
け
た
と
す
る
こ
と
で
、
天
皇
の
天

下
統
治
や
祭
祀
の
実
行
が
正
当
化
さ
れ
る
の
だ
が
、
同
じ
形
式
を
用

い
て
天
皇
を
天
神
お
よ
び
神
漏
伎
・
神
漏
弥
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
で
、

こ
ん
ど
は
天
皇
を
正
当
性
の
根
拠
と
し
て
定
位
さ
せ
て
い
る
。

　

祭
祀
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
が
、
天
神
の
命
令
と
天
皇
の
命

令
と
の
重
ね
あ
わ
せ
は
、『
古
事
記
』
に
も
見
え
る
。「
天
照
大
神
の

命
以
ち
て
」
地
上
平
定
が
は
じ
め
ら
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
「
委
曲
に

天
神
の
詔
り
た
ま
ひ
し
命
の
如
言
ひ
き
」
と
、
天
照
大
神
の
命
令
を

天
神
の
命
令
へ
と
言
い
換
え
て
い
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
が
進
み
平
定
の

の
ち
国
を
実
際
に
譲
る
と
き
に
は
「
此
の
葦
原
中
国
は
、
天
神
の
御

子
の
命
の
随
に
献
ら
む
」「
汝
が
子
等
、
事
代
主
神
、
建
御
名
方
神

の
二
は
し
ら
の
神
は
、
天
神
の
御
子
の
命
の
随
に
、
違
は
じ
と
白
し

ぬ）
（（
（

」
と
な
る
。
天
神
の
命
令
が
子
孫
の
命
令
に
置
き
換
え
ら
れ
引
き

継
が
れ
て
い
る
。
祝
詞
で
神
漏
伎
・
神
漏
弥
の
命
令
に
天
皇
の
命
令

が
重
ね
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
二
者
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

　

天
神
の
命
令
は
天
皇
の
行
為
や
統
治
の
正
統
性
を
根
拠
づ
け
る
も

の
と
し
て
機
能
し
、
そ
れ
か
ら
天
皇
の
命
令
を
天
神
の
命
令
に
重
ね

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
こ
ん
ど
は
天
皇
の
命
令
が
正
統
性
の
根
拠
と
し

て
機
能
し
て
い
る
。
天
皇
は
、
誰
か
に
命
じ
る
の
み
で
、
み
ず
か
ら

は
行
動
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
客
体
と
し
て
は
把
握
さ
れ
な
い
と
い

う
性
格
を
も
つ
神
漏
伎
や
天
神
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
に

天
皇
が
基
本
的
に
律
令
の
直
接
的
規
定
の
外
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と

い
う
性
格）

（5
（

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

最
後
に
中
国
の
祝
文
の
影
響
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
祝
詞
は
中

国
の
祝
文
を
参
考
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
命
じ
る
神
漏
伎

や
天
神
に
相
当
す
る
も
の
は
、
そ
れ
ら
に
は
見
え
な
い
。『
開
元
礼
』

に
は
皇
帝
が
み
ず
か
ら
お
こ
な
う
郊
祀
の
祝
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

維
れ
某
年
歳
次
る
月
朔
日
、
子
嗣
天
子
臣
某
、
敢
へ
て
昭
に
昊

天
上
帝
に
告
す
。
大
明
南
に
至
り
て
、
長
晷
初
め
て
昇
る
。
万

物
は
権
輿
し
、
六
気
は
資
始
す
。
謹
み
て
彝
典
に
遵
ひ
、
慎
み

て
礼
物
を
修
む
。
敬
み
て
玉
帛
・
犠
斉
・
粢
盛
の
庶
品
を
以
て
、

茲
の
禋
燎
に
備
へ
、
祗
み
て
潔
誠
を
薦
む
。
髙
祖
神
堯
皇
帝
の

配
神
作
主
、
尚
は
く
は
饗
け
た
ま
へ）

（（
（

。

　

郊
祀
の
祝
文
で
は
、
祭
祀
対
象
の
昊
天
上
帝
（
皇
天
上
帝
）
に
皇

帝
が
供
物
を
も
っ
て
呼
び
か
け
る
。
皇
帝
が
せ
ず
に
有
司
が
代
行
す

る
と
き
は
、
皇
帝
の
命
令
を
受
け
て
祭
る
と
い
っ
た
文
言
が
入
る
が
、

皇
帝
が
自
ら
祭
る
と
き
に
は
、
そ
れ
を
皇
帝
に
命
じ
て
正
統
性
を
与
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え
る
存
在
は
い
な
い
。
天
皇
に
重
ね
合
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
命
じ

る
天
神
や
神
漏
伎
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
直
接
に
は
中
国
の
祝
文
に

は
由
来
し
な
い
、
日
本
の
祝
詞
を
特
徴
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
天
が
天
子
の
政
治
の
善
悪
に
よ
っ
て
災
異
お
よ
び
祥
瑞
を
降

す
こ
と
も
、
日
本
の
教
え
命
じ
る
天
神
の
モ
チ
ー
フ
に
重
な
る
と
こ

ろ
が
あ
る
も
の
の
、
明
ら
か
な
違
い
が
あ
る
。
災
異
や
祥
瑞
は
行
わ

れ
て
い
る
政
治
に
対
し
て
責
め
る
、
あ
る
い
は
褒
め
る
こ
と
を
表
現

す
る
に
と
ど
ま
り
、
具
体
的
に
行
動
を
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
は
示

さ
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
災
異
が
生
じ
た
と
き
の
対
応
は
、
免
税
や

大
赦
な
ど
の
典
型
的
徳
政
に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
く
の
場
合
、
臣
下
に

意
見
の
奏
上
を
求
め
て
い
る）

（（
（

。
具
体
的
に
な
に
を
す
べ
き
か
不
明
だ

か
ら
で
あ
る
。
天
命
に
よ
り
統
治
者
と
は
な
る
が
、
政
治
の
具
体
的

行
為
を
天
が
具
体
的
に
命
じ
る
こ
と
は
な
く
、
統
治
者
が
こ
れ
を
判

断
す
る
こ
と
に
な
る
。
祭
祀
の
実
行
と
い
う
具
体
的
行
動
を
命
じ
た

と
位
置
づ
け
ら
れ
る
日
本
の
天
神
や
神
漏
伎
・
神
漏
弥
は
、
中
国
の

天
お
よ
び
天
命
の
観
念
に
直
接
依
拠
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

八
、
む
す
び

　

こ
れ
ま
で
ど
の
神
を
指
し
て
い
る
か
を
考
察
す
る
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
神
漏
伎
・
神
漏
弥
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
も
の
か
本
稿
で
あ
ら

た
め
て
考
察
し
た
。
祈
年
祭
の
祝
詞
で
は
高
皇
産
霊
と
こ
れ
を
指
す

と
さ
れ
る
神
漏
伎
・
神
漏
弥
が
対
置
さ
れ
、
単
な
る
言
い
換
え
以
上

の
意
味
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
神
漏
伎
お
よ
び
こ
れ
を
言

い
換
え
た
天
神
に
つ
い
て
行
動
や
性
質
に
つ
い
て
た
ど
る
と
、
教
え

命
じ
る
と
い
う
機
能
・
働
き
こ
そ
が
そ
の
核
心
で
あ
っ
て
、
自
ら
が

実
質
的
行
動
の
主
体
と
な
る
こ
と
も
、
ま
た
客
体
と
し
て
把
握
さ

れ
る
こ
と
も
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
高
皇
産
霊
と
天
照
大
神
は
し
ば

し
ば
命
令
を
下
し
、
そ
の
と
き
は
天
神
と
も
表
記
さ
れ
さ
ら
に
神
漏

伎
・
神
漏
弥
と
言
い
換
え
ら
れ
る
が
、
自
身
が
具
体
的
な
活
動
を
す

る
と
き
や
、
客
体
化
さ
れ
祭
ら
れ
る
と
き
に
は
も
っ
ぱ
ら
固
有
名
に

よ
り
把
握
さ
れ
、
天
神
や
神
漏
伎
の
表
記
は
用
い
ら
れ
な
い
。
神
漏

伎
は
特
定
の
神
を
指
し
示
す
語
で
は
な
く
、
命
じ
る
と
い
う
働
き
を

実
体
化
し
た
語
で
あ
る
。

　

こ
の
命
じ
る
は
神
の
モ
チ
ー
フ
は
、
通
時
的
に
は
天
下
の
統
治
を

任
せ
る
命
令
と
し
て
神
話
の
各
所
に
挿
入
さ
れ
、
神
武
天
皇
お
よ
び

こ
れ
を
継
承
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
天
皇
の
地
位
と
し
て
結
実
す

る
。
ま
た
共
時
的
に
は
祝
詞
に
祭
祀
の
実
行
を
求
め
る
命
令
と
し
て

挿
入
さ
れ
、
や
は
り
歴
代
天
皇
の
祭
祀
の
実
行
と
し
て
実
現
す
る
。

神
漏
伎
お
よ
び
天
神
の
命
令
は
、
政
治
的
統
治
や
祭
祀
を
行
う
こ
と

の
根
拠
や
起
点
と
し
て
定
位
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
天
神
の
命
令
に
天
皇
の
命
令
を
重
ね
て
置
き
換
え
る
こ
と

で
、
こ
ん
ど
は
天
皇
の
命
令
を
根
拠
や
起
点
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

具
体
的
行
動
を
せ
ず
客
体
化
も
さ
れ
な
い
と
い
う
天
神
の
性
質
も
と
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61　神漏伎・神漏弥および天神の性質と役割

も
に
転
写
さ
れ
、
律
令
で
は
行
動
を
規
定
さ
れ
な
い
と
い
う
天
皇
の

特
徴
的
な
あ
り
方
に
結
び
つ
く
。
す
な
わ
ち
命
じ
る
天
神
お
よ
び
神

漏
伎
を
原
形
と
し
て
天
皇
の
あ
り
方
が
規
定
さ
れ
る
、
も
し
く
は
天

皇
の
あ
り
方
を
命
じ
る
天
神
や
神
漏
伎
と
し
て
理
念
的
に
描
い
た
の

で
あ
る
。

　

天
皇
に
重
ね
ら
れ
る
命
じ
る
神
漏
伎
お
よ
び
天
神
の
モ
チ
ー
フ
は
、

中
国
の
天
の
観
念
や
天
命
思
想
お
よ
び
祝
文
な
ど
の
影
響
が
想
像
さ

れ
る
が
、
こ
れ
に
直
接
相
当
す
る
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
。
神
漏
伎

や
天
神
は
日
本
に
特
有
の
観
念
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
論
じ
残
し
た
も
の
も
あ
る
。
出
雲
国
造
神
賀
詞
に
見
え
る

「
加
夫
呂
伎
熊
野
大
神
」
や
、
宣
長
が
「
こ
は
め
づ
ら
し
け
れ
ど
」

と
す
る
『
続
日
本
後
紀
』
の
長
歌
に
見
え
る
「
賀
美
侶
伎
能
宿
那
毘

古
那）

（（
（

」
な
ど
の
、
固
有
名
詞
の
前
に
カ
ム
ロ
キ
と
つ
く
場
合
、
孝
徳

紀
に
「
今
我
が
親
神
祖
の
知
ら
す
穴
戸
国
の
中
に
、
此
の
嘉
瑞
有

り）
（9
（

」
と
あ
る
「
神
祖
」
の
読
み
方
が
「
カ
ム
ロ
キ
」
と
断
定
で
き
る

の
か
を
含
め
、
考
察
で
き
な
か
っ
た
。
本
来
の
意
味
と
そ
こ
か
ら
派

生
し
た
り
拡
大
さ
れ
た
意
味
と
の
違
い
を
意
識
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
を

つ
ぎ
の
機
会
に
論
じ
た
い
。

注
（
1
） 

『
古
語
拾
遺
』、
天
中
の
三
神
と
氏
祖
系
譜
（
原
漢
文
。
書
き
下

し
は
『
古
語
拾
遺
』
岩
波
文
庫
、
一
九
八
五
年
に
よ
っ
た
。
以
下

同
）。

（
2
） 

『
祝
詞
考
』
上
巻
、
祈
年
祭
（『
祝
詞
・
宣
命
注
釈
』
神
道
大
系

古
典
注
釈
編
）。

（
（
） 

『
古
事
記
伝
』
十
三
之
巻
、
神
代
十
一
之
巻
（『
本
居
宣
長
全

集
』
第
十
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
）、『
大
祓
詞
後
釈
』
上
巻

（『
本
居
宣
長
全
集
』
第
七
巻
）。

（
（
） 

鈴
木
重
胤
『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
上
、
壹
之
巻
、
祈
年
祭
（
國

學
院
大
學
出
版
、
一
九
〇
九
年
）。

（
5
） 

金
子
武
雄
『
延
喜
式
祝
詞
講
』、
論
註
篇
、
四
、「
神
漏
伎
・
神

漏
弥
」
考
（
名
著
普
及
会
、
一
九
八
八
年
。
初
刊
一
九
五
一
年
）。

（
（
） 

金
子
武
雄
『
延
喜
式
祝
詞
講
』、
通
釈
編
、
祈
年
祭
（
原
変
体

漢
文
。
以
下
同
）。

（
（
） 

金
子
武
雄
『
延
喜
式
祝
詞
講
』、
通
釈
編
、
祈
年
祭
。

（
（
） 

ち
な
み
に
「
伊
勢
に
坐
す
天
照
大
御
神
」
に
向
け
た
部
分
の
結

び
に
も
「
皇
吾
睦
神
漏
伎
・
神
漏
弥
命
と
」
と
ほ
ぼ
同
文
が
あ
り
、

同
様
に
解
釈
す
る
な
ら
伊
勢
に
鎮
座
す
る
天
照
大
神
の
一
柱
を
も

高
天
原
に
い
る
神
漏
伎
・
神
漏
弥
と
し
て
祭
る
と
い
う
意
味
に
な
り
、

や
は
り
不
整
合
で
あ
る
。

（
9
） 

金
子
武
雄
『
延
喜
式
祝
詞
講
』、
論
註
篇
、
十
一
、「
皇
吾
睦
神

漏
伎
命
・
神
漏
弥
命
登
」
考
。
粕
谷
興
紀
『
延
喜
式
祝
詞
』（
和
泉

書
院
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
も
同
様
に
解
釈
す
る
。

（
10
） 
『
続
日
本
紀
』
巻
九
神
亀
元
年
二
月
四
日
条
（
原
漢
文
。
書
き

下
し
は
、
青
木
和
夫
・
笹
山
晴
生
等
『
続
日
本
紀
』
新
日
本
古
典
文
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学
大
系
、
岩
波
書
店
に
よ
っ
た
。
以
下
同
）。

（
11
） 
『
続
日
本
紀
』
巻
十
七
天
平
勝
宝
元
年
七
月
二
日
条
、『
続
日
本

紀
』
巻
廿
天
平
宝
字
元
年
七
月
十
二
日
条
、『
続
日
本
紀
』
巻
廿
一

天
平
宝
字
二
年
八
月
朔
条
な
ど
。

（
12
） 

『
続
日
本
紀
』
巻
一
文
武
元
年
八
月
十
七
日
条
。

（
1（
） 

『
日
本
書
紀
』
巻
二
五
大
化
元
年
八
月
五
日
条
。（
原
漢
文
。
書

き
下
し
は
家
永
三
郎
・
坂
本
太
郎
等
校
注
『
日
本
書
紀
』
上
下
、
日

本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
に
よ
っ
た
。
以
下
同
）。

（
1（
） 

『
日
本
書
紀
』
巻
三
神
武
天
皇
即
位
前
紀
甲
寅
年
。

（
15
） 

天
神
は
神
漏
伎
・
神
漏
弥
の
言
い
換
え
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、

『
常
陸
国
風
土
記
』
の
香
島
郡
で
、
天
降
り
の
と
き
八
百
万
の
神
を

高
天
原
に
集
め
た
も
の
を
「
諸
の
祖
の
天
神
た
ち
俗
、
賀
味
留
弥
・
賀

味
留
岐
と
云
ふ
。

」

と
す
る
記
述
に
も
見
え
る
。

（
1（
） 

『
日
本
書
紀
』
巻
三
神
武
天
皇
四
年
二
月
廿
三
日
条
。

（
1（
） 

た
だ
『
尚
書
』
蔡
仲
之
命
に
「
皇
天
無
親
」
と
あ
り
、
日
本
で

天
神
を
祖
先
と
す
る
こ
と
と
異
な
る
。

（
1（
） 

『
日
本
書
紀
』
巻
十
七
継
体
天
皇
元
年
三
月
一
日
条
。
直
接
に

は
『
芸
文
類
聚
』
に
由
来
す
る
が
、『
春
秋
左
氏
伝
』
襄
公
十
四
年

に
「
天
、
民
を
生
じ
て
之
が
君
を
立
て
、
之
を
司
牧
せ
し
め
、
之
が

性
を
失
わ
し
む
る
こ
と
勿
し
」
と
あ
る
の
に
依
拠
す
る
。

（
19
） 

『
日
本
書
紀
』
巻
二
五
白
雉
元
年
二
月
十
五
日
条
。

（
20
） 

『
続
日
本
紀
』
養
老
五
年
二
月
十
七
日
条
。
ほ
か
に
も
中
国
由

来
の
災
異
説
は
し
ば
し
ば
見
え
る
。
た
と
え
ば
『
続
日
本
紀
』
慶

雲
二
年
四
月
三
日
条
「
詔
曰
、『
朕
菲
薄
之
躬
を
以
て
、
王
公
之
上

に
託
け
り
。
徳
、
上
天
を
感
し
、
仁
、
黎
庶
に
及
ぶ
こ
と
能
は
ず
。

遂
に
陰
陽
錯
謬
り
、
水
旱
時
を
失
ひ
、
年
穀
登
ら
ず
、
民
を
し
て
菜

色
多
か
ら
し
む
。
此
を
念
ふ
毎
に
、
心
に
惻
怛
め
り
。』」
な
ど
。

（
21
） 

『
続
日
本
紀
』
和
銅
元
年
正
月
十
一
日
条
。

（
22
） 

『
続
日
本
紀
』
天
平
元
年
八
月
五
日
条
。

（
2（
） 

『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
元
年
八
月
十
六
日
条
。

（
2（
） 

『
続
日
本
紀
』
大
宝
三
年
七
月
五
日
条
、『
同
』
養
老
五
年
二
月

十
七
日
条
な
ど
。
な
お
災
異
説
の
日
本
で
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
早

川
庄
八
『
天
皇
と
古
代
国
家
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、
有
富
純

也
『
日
本
古
代
国
家
と
支
配
理
念
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇

九
年
）
な
ど
が
論
じ
て
い
る
。

（
25
） 

『
日
本
書
紀
』
巻
五
崇
神
天
皇
七
年
二
月
十
五
日
条
。

（
2（
） 

『
日
本
書
紀
』
巻
五
崇
神
天
皇
七
年
二
月
十
五
日
条
〜
十
一
月

十
三
日
条
。

（
2（
） 

も
し
も
祭
り
残
し
た
神
が
あ
れ
ば
そ
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ

た
と
き
に
祭
り
、
す
べ
て
の
神
を
祭
っ
て
い
る
状
態
を
実
現
し
よ
う

と
す
る
こ
と
は
、
仲
哀
天
皇
・
神
功
皇
后
の
三
韓
征
伐
の
話
で
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

（
2（
） 

天
を
祭
る
郊
祀
は
書
紀
で
は
神
武
紀
の
一
ヶ
所
だ
け
で
あ
り
、

ま
た
平
安
時
代
に
な
る
ま
で
郊
祀
の
実
施
は
確
認
で
き
な
い
し
、
そ

の
と
き
も
わ
ず
か
数
回
試
み
ら
れ
た
だ
け
で
行
わ
れ
な
く
な
る
。
こ

れ
は
律
令
制
度
の
仕
組
み
に
は
つ
な
が
ら
な
い
特
殊
な
事
例
と
考
え
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63　神漏伎・神漏弥および天神の性質と役割

る
べ
き
で
あ
る
。

（
29
） 

神
武
紀
に
は
先
に
言
及
し
た
高
皇
産
霊
を
天
神
と
言
い
換
え
る

個
所
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
郊
祀
の
語
と
の
結
び
つ
き
に
よ
る
表
記
と

考
え
ら
れ
、
同
列
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
。

（
（0
） 

『
古
語
拾
遺
』、
神
籬
を
建
て
神
々
を
祭
る
「
爰
に
皇
天
二
は
し

ら
の
祖
の
詔
に
仰
従
ひ
て
、
神
籬
を
建
樹
つ
。
所
謂
、
高
皇
産
霊
・

神
産
霊
・
魂
留
産
霊
・
生
産
霊
・
足
産
霊
・
大
宮
売
神
・
事
代
主

神
・
御
膳
神
已
上
、
今
御
巫
の

斎
ひ
奉
れ
る
な
り
、
櫛
磐
間
戸
神
已
上
、
今
御
門
の
巫
の
斎
ひ
奉
れ

る
な
り
。、
生
嶋 

是
、
大
八
洲
の
霊

な
り
。
今
生
嶋
の
巫
の

斎
ひ
奉
れ
る
な
り
。

坐
摩
是
、
大
宮
地
の
霊
な
り
。
今
坐

摩
の
巫
の
斎
ひ
奉
れ
る
な
り
。
」

（
（1
） 

井
上
光
貞
監
修
『
日
本
書
紀
』
Ⅰ
（
中
公
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
、
二

〇
〇
三
年
）
の
注
釈
で
「
こ
の
場
合
何
を
さ
す
の
か
、
正
確
に
は
わ

か
ら
な
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
具
体
的
名
前
で
言
い
換
え

ら
れ
る
こ
と
も
な
く
ど
の
神
か
特
定
で
き
な
い
。
た
だ
み
ず
か
ら
は

実
働
す
る
こ
と
な
く
命
じ
る
も
の
と
い
う
性
質
は
は
っ
き
り
と
見
て

取
れ
る
。

（
（2
） 

『
日
本
書
紀
』
巻
三
神
武
天
皇
即
位
前
紀
戊
午
年
九
月
五
日
条

「
是
夜
、
自
ら
祈
ひ
て
寝
ま
せ
り
。
夢
に
天
神
有
し
て
訓
へ
ま
つ
り

て
曰
は
く
、「
天
香
久
山
の
社
の
中
の
土
を
取
り
て
、
天
平
瓮
八
十

枚
を
造
り
、
併
せ
て
厳
瓮
を
造
り
て
、
天
神
地
祇
を
敬
ひ
祭
れ
。
亦

厳
咒
詛
を
せ
よ
。
如
此
せ
ば
、
虜
自
づ
か
ら
平
き
伏
ひ
な
む
。」
と

の
た
ま
ふ
」。

（
（（
） 

丸
山
祐
美
子
「
天
皇
祭
祀
の
変
容
」（
大
津
透
・
大
隅
清
陽
等

『
日
本
の
歴
史
八 

古
代
天
皇
制
を
考
え
る
』
講
談
社
、
二
〇
〇
一

年
）
で
は
、
天
皇
の
命
令
に
よ
る
祭
祀
の
掌
握
に
つ
い
て
論
じ
て
い

る
。

（
（（
） 

『
古
事
記
』
上
巻
（
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
）。

（
（5
） 

大
津
透
「「
日
本
」
の
成
立
と
天
皇
の
役
割
」（『
日
本
の
歴
史

八 

古
代
天
皇
制
を
考
え
る
』）。

（
（（
） 

『
大
唐
開
元
礼
』
巻
第
四
、
吉
礼
、
皇
帝
冬
至
祀
円
丘
、
進
熟

（
汲
古
書
院
、
一
九
七
二
年
）。
祝
詞
の
文
言
の
作
成
も
し
く
は
文
書

化
の
参
考
に
し
た
も
の
は
、『
開
元
礼
』
よ
り
も
前
の
時
代
の
文
献

だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
参
考
の
た
め
便
宜
的
に
『
開
元
礼
』
の
文
章

を
提
示
す
る
。

（
（（
） 

『
漢
書
』
文
帝
紀
、
二
年
冬
十
一
月
癸
卯
晦
条
な
ど
。

（
（（
） 

『
続
日
本
後
紀
』
巻
十
九
嘉
祥
二
年
三
月
廿
六
日
条
。

（
（9
） 

『
日
本
書
紀
』
巻
二
五
白
雉
元
年
二
月
十
五
日
条
。

 

（
中
央
大
学
兼
任
講
師
）
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